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! 楽曲を構成する構造音を見つけだすSchenkerの理論と
Chomsky の生成言語文法理論をベースとした音楽構造解析理論�

! 拍節構造や音楽的な規則や主としてメロディを構成する各音の
ゲシュタルトルールによって，音楽的なグループを検出�

! グループ中での構造音をツリー構造として表現したもの（時
間スパンリダクション）を生成する．�

! 和声構造と時間スパンリダクションを利用して，緊張ー弛緩に
関する構造（プロロンゲーショナルリダクション）を生成する．�

! 計算処理に馴染みやすい．ただし，解析に利用する音楽的な規
則やゲシュタルト（群化理論）のうち，何を優先するかといっ
た問題（メタルールの扱い）に多義性を残している． 

ナーモア分析�

G.T.T.M.(Lerdarl&Jackendoff 1983) 
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G.T.T.M. の基本構造 

P!r!o!l!o!n!g!a!t!i!o!n!a!l! !R!e!d!u!c!t!i!o!n!

T!i!m!e!-!s!p!a!n! !R!e!d!u!c!t!i!o!n!

M!e!t!r!i!c!a!l! !S!t!r!u!c!t!u!r!e! G!r!o!u!p!i!n!g! !S!t!r!u!c!t!u!r!e!

S!t!a!b!i!l!i!t!y! !o!f! !t!w!o! !e!v!e!n!t!s!
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Grouping Structure�
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Metrical Structure�
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! グループ中での構造音をツリー構造として表現し
たもの�

! グループ構造，拍節構造から組み立てる 

時間スパンリダクション 
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Prolongational Reduction�

! 引き延ばされた感覚とその解決感を扱おうとするも
の�

! " 二つのイベントの安定性�
! 今まで困難とされていたフレーズの解析手法の一つ
として期待される． 
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Meyer 学派の立場 

（基本構造） 

（詳細化） 
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K331の二つの様式 



片寄晴弘　関西学院大学理工学部　音楽情報処理 講義資料 2007 　 

デザインの転写実例（作曲） 
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（参照事例） 

（転写後） 
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コンテンツデザイン： 
注目する音楽の性質 

？ 
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音楽における基本構造とelaboration 

情動の付加（表現レベル） 

基本構造とdeviation = elaboration の関係に関する興味 

情動の付加（作曲レベル）　いきつもどりつ　恋愛成就？ 



片寄晴弘　関西学院大学理工学部　音楽情報処理 講義資料 2007 　 

音楽における基本構造とelaboration 
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! イデオストラクチャ重視の立場をとりながらも， 「一つのリズム・グ
ループは一つのアクセントしかもたない」という原則に展開�

! 解析の基礎となるアクセントの決定法自体が，強拍ー弱拍の観点で規定
する従来からの拍節構造の常識に基づく�

実はGTTMのグループ構造，拍節構造解析と同じ？�

Meyerの構造分析法 
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! 「暗意(implication) ー実現(realization)」の複雑な組み合わせが音楽の本質！�
! 「群化の基本ルール（ゲシュタルト）」，音楽の基本認知構造に関するヒューリスティクスを
記号的にすべて列挙（詩脚法）＃入れ子を許す！ 

イデオストラクチャの理解に関連する構造解析法は無いか？�

Ex.1�進行の連続性の暗意 �

Ex.2�飛んだら戻りたい�

Narmour の理論 
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GTTM, Narmour理論の共通の課題 
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ショパン ワルツ Op. 64 No.2 

機械的演奏 

学習用前半 

全部（合成） 

思い出 
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コーパスを用いた構造解析スキーマの抽出 


